
誓偶①
(6)読解力の問題例
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磁場|まとても弱ぃので、体
の細胞に影響を与えるこ
とはます考えられません。

研究者によれば、がんがで
きやすくなることが、携帯
電話を使うことと関係があ
るかどうかは明らかではな
いそうです。

携帯電話の健康に
対する影響につい
て、相反する結論
を述べた報告書
が、1990年代後半
に発表されました。

携帯電話の影響を
調査するためtこ
れまで多額の科学
研究費が投入され
てきました。

携帯電話の利用者
数の多さを考える
と、健康への影響
がこく小さいこと
であっても、大きな
社会問題になる可
有ヨ性があります。
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:あることを発見しました。 :帯電話が発する電磁波よ
1高圧線は、携帯電話と同

携帯電話がつくりだす磁
場は、体の細胞の活動に
影響を与えます。

携帯電話で長電話をす
ると、だるさや、頭痛や t
集中力の低下を感じるこ
勧 あヽります。

携帯電話を使っている
と、電話を当てる耳の側
に、がんが2.5倍もできや
すくなります。

国際がん研究機関は、小
,児がんと高圧線に関係が

じように電磁波を発して
しヽます。
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携帯電話が発するものと
同じ高周波の電波によっ
て、線虫の遺伝子の発現
に変化が生じました。

そのような影響は実験では
見られません。現代の生活
スタイルの中に、何かほか
の原因があるのでしめ 。

高圧線の発する電磁波 |ま
違う種類のものであり、携

|り、かなり強いェネルギー

|を持っています。

線虫は人間ではありませ 通

電磁波も強くなります。

害盤顆 署、ヨ

霞竃肇軋屋及 lまま装又
ましょう。基地局と通信する
ために強し`パワーが必要に
なるので(携帯電話が出す

【携帯電話の安全1性】に関する問題(2009年、読解力) 「携帯電話の安全性」は、あるウェブ
サイ トから引用したものです。「 携帯電
話の安全 庄」を読んで、以下の問いに答
えて ください。

71的ζ群廃亀蹴電子ふPような目
携帯電話を使うことの危険を説明す
るため         '
携帯電話の安全性についての議論が
続いていることを示すため
C 携帯電話を使う人が守るべき注意点
を説明するため        ´

D 携帯電話による明らかな健康被害は
ないことを示すため

問 2 「あることが、明らかにほかのこ
との原因になっているかどうかを証
ヽ 明するのしま難しい」という意見があ
ります。

上の意見は、「携帯電話は危険で
すか ?」 という表の項目 4に書かれ
`ている「はい」の主張、あるいは「い
いえ」の主張とどのような関係があ

沐こ蜃量:≧讐氣畠著琴秋ilゃるが、/B 
「はいJの主張の正しさを証明しで

あ颯聖蝙 嚇が、D 
』峯需ぅ寺釈意
張婆正ンくないこと`

Fn1 3  三長の理ヨロ 3の 「 もヽ えヽ」の主三張を
見て ください。この主張のいう「何
かほかの原因」として、どのような
ものが考えられますか。原因として
考えられることを一つあげ、そのよ
うに考えた理由も書いてください。

ノ
間 4「 携帯電話を使うときは…」といぅ
表を見て ください。       ,
この表は、次のうち、どの考えにも

ゝ E菫言肛菫言薙 翠 饉 巫 翼 Lと
―.が証明されている
.CI携 帯電話の使用に危険性があるかど
'｀ |うかはわからないが、注意したほう ,

がよい  ―

χ雪東霞顧象言憲伝易憲やばな重3だ
、′「む∃き判 ぢF陰駆 きじぃ
｀ヽ.て真剣に考えている人に対する指示
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※SAR(比吸収率)値とは、携帯電話を使っているときに、
体に吸収さ力じる電磁波の量をあらわします。

2000年のステュ
ワート報告 (英国の
報告書)によれば、
携帯電話による健
康被害は確認され
ていないとのこと
ですが、さらに調査
が行われるまでは、
特に若者の携帯電
話の使用には注意
を要するとしてい

翼崇f騒曇里
漂基聴誕蒻
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